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令和８年度
岡山市の特別支援教育に関する
就学について

令和９年度就学予定のお子様を対象に
作成した内容です



学びの場の検討について

Ｃｈａｐｔｅｒ１



令和８年度 岡山市の就学について

【共生社会の実現とインクルーシブ教育システムの構築を目指して】

国際社会も、日本も、岡山市も、障害の有無に関わらず、一人一人を大切にする
共生社会の実現を目指しています。

岡山市では、「インクルーシブ教育システムの構築」を目指して特別支援教育を
推進しています。「インクルーシブ教育システム」とは、障害のあるこどもと障害
のないこどもが、できるだけ同じ場で共に学び、充実した時間を過ごし、生きる力
を身に付けていくことを目指しています。
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【特別支援教育の理念】

障害のあるこどもの自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に
立ち、こども一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習

上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び支援を行うものです。



【２年越しの就学相談】
岡山市では、就学の２年前から在籍校園や就学予定校、関係機関等と相談をし、必

要に応じて医療機関を受診するなどして、「多様な学びの場」から、「個別の教育的
ニーズに最も的確に応えることができる学びの場」を考えることを勧めています。
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令和８年度 岡山市の就学について

こどもの教育的ニーズに合った学びの場を見つけること

【就学相談のポイント】

重
要

障害があるから、特別支援学級にしなければいけないというわけ
ではない。

適切な支援により、通常の学級で学習や生活をする児童生徒は多くいる。現在、在籍してい
る園での集団への適応の様子もふまえ、こどもの自立と社会参加を見据えて、教育的ニーズ
に最も的確に応えることができる学びの場を考える。

はじめから、学びの場を決めきってから相談するのではなく、
こどもの成長を中心に据えて柔軟に検討することが大切

※就学相談のポイントについては、チャプター２「就学の流れ」もご覧ください。



１（１）通常の学級における特別支援教育

・ 参考になる友達モデルが身近にいることで安心感をもって活動ができる。

・ 園や小学校での集団活動のなかで定着してきた 「集団生活のスキル」や「コミュ
ニケーション力」をさらに伸ばすことができる。

・ 友達との教え合い・助け合いを通した、学習の広がりや深まり、相互理解や人間
関係づくりが期待できる。

・ まず自分で課題に向き合い解決を試みる学びの時間、ペア学習、グループ学習、
全体学習など多様な学びの形態を経験することができ、
中学校や高等学校につながりやすい。

通常の学級で学ぶメリット
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１（２）通常の学級の環境

・学級定員の少人数化
・小学校は、全学年1クラス３５人以下。
・小学校１年生に３０人以上のクラスが１つでもあれば全クラスに「岡山っ子ス
タートサポーター」が配置される。

特別支援教育
コーディネーター

各学校に配置された特別支援教育の経験豊かな教員。いつでも相談できます。

・入学前から必要な配慮について、相談が可能
・障害の程度や状況によっては通級指導教室も学びの場として検討

・視覚化、焦点化など、だれにとってもわかりやすいユニバーサルデザインの授業
づくりに取り組んでいる。

・個に応じた声掛け、グループ編成などの配慮・支援
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２（１）特別支援学級について

特別支援学級の目的

重要

特別支援学級の対象者

障害による様々な困難を主体的に改善、克服し、心身の調和的な発達を目的とし
た教育を行うための学級。

自閉症・情緒障害特別支援学級 ・・・知的な遅れはないが、情緒面での課題があり、自閉スペクトラム症な
どの診断がある。

弱視（視覚障害）特別支援学級 ・・・知的な遅れはないが視覚に障害がある。→

難聴（聴覚障害）特別支援学級 ・・・知的な遅れはないが聴覚に障害がある。→

知的障害特別支援学級 ・・・知的な障害がある。

※学習障害、注意欠如多動症（ADHD）などは対象とならない。

※不登校の防止や解消、特定の教科の学力の定着や向上を目的としている
わけではない。

岡山中央小学校・岡山中央中学校

岡山中央小学校・岡山中央中学校

重要
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２（２）特別支援学級の教育内容

自閉症・情緒障害、視覚障害、聴覚障害

小学校学習指導要領による各教科等の学習 自立活動

中学校学習指導要領による各教科等の学習 自立活動

知的障害

知的障害の実態に応じた各教科等の学習 自立活動

例：下学年の内容や特別支援学校（知的障害）の内容を取り入れることができる。
（日常生活の指導／遊びの指導／生活単元学習 等）

※基本的に知的発達の遅れはないため、必要な支援を行いながら原則学年相応の学習を行う。
※実態により一部下学年の内容を学習する場合もある。
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２（３）特別支援学級の設置や学級編制

特別支援学級の設置とクラス編制等について

・１学級８人の定員

・同じ障害種別のこどもで構成される。

・人数によっては異学年で１クラスを構成することがある。

・男女の比率が一方に偏ることがある。

・知的障害特別支援学級、自閉症・情緒障害特別支援学級は、原則、居住学区の

学校に就学する。

・該当の特別支援学級の設置がない場合は、近隣の学校への就学になる場合がある。

・希望すればだれでも就学できるというわけではない。
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２（４）特別支援学級の交流及び共同学習

特別支援学級での学びを充実させ、一人一人の教育的ニーズに合わせ、ねらいを明
確にした交流及び共同学習を実施する。

・相互の触れ合いを通じて豊かな人間性を育てる（交流）

・教科等のねらいを達成する（共同学習）

・交流及び共同学習の実施あたっては、個別の指導計画に基づき、特別支援学級の

担任と交流学級の担任が連携して行う。

・こどもの状況に応じて、交流及び共同学習の時間や学習内容を調整する。

交流及び共同学習の目的と実施にあたって
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３（１）特別支援学校について

・法律により対象となる障害の種別・障害の程度が定められている。

・希望すればだれでも就学できるというわけではない。

特別支援学校の対象者

重要

岡山県立特別支援学校の種別（岡山市の児童生徒の通学対象校）

視覚障害 …県立岡山盲学校

聴覚障害 …県立岡山聾学校

肢体不自由 …岡山・岡山東・早島・誕生寺の県立の各支援学校

知的障害 …岡山南・岡山西・岡山東・東備・誕生寺・健康の森学園の県立の各支援学校

※１クラスは同じ学年の児童生徒、最大６人での編制。
※障害種別によっては学校ごとの学区が定められており、見学・相談の際は確認が必要である。

病弱・身体虚弱 …県立早島支援学校
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３（２）特別支援学校の教育内容

視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱

小学校学習指導要領に準ずる教育課程 自立活動

中学校学習指導要領に準ずる教育課程 自立活動

※児童生徒の障害の状態や特性等を十分考慮する。

知的障害

特別支援学校（知的障害）の各教科等の学習 自立活動

※知的障害の学習上の特性等をふまえた目標や内容を設定し、様々な教科等を合わせた学習も行う。

「健康の保持」「心理的な安定」「人間関係の形成」など学習や生活上の困難を改善、克服するために特設した活動自立活動
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３（３）特別支援学校に在籍する児童生徒の交流及び共同学習

特別支援学校

こどもの居住地の小・中・義務教育学校と交流

特別支援学校設置の学区の小・中・義務教育学校と交流

【目的】
・共に尊重しあいながら、協働して生活していく態度を育む。
・経験を広げて積極的な態度を養い、社会性や豊かな人間性を育む。

【実施にあたって】
・特別支援学校と小・中・義務教育学校が協力して、計画的・ 組織的に行う。
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４（１）通級指導教室について

対象となる児童生徒

重要

通級による指導の内容

岡山市内の小・中・義務教育学校で通常の学級に在籍しているこどものうち、学級での学習におおむね参加
できるものの、一部特別な指導を必要とする程度のことばの課題（小学校・義務教育学校＜前期課程＞の
み）や情緒的な課題があることによって学校生活にうまく適応しにくいこども

※通級の時間は授業時間と同じ扱いですので、原則、放課後の指導はありません。

・在籍する学校（学級）から月に１回以上、指定された曜日、時刻に通室する。
・指導に当たっては、一人一人の課題・発達段階に応じた目標を設定し、必要な時間を位置付けて、効果的
な指導となるよう工夫を行っている。

※ 通級による指導の期間は原則１年間です。毎年学びの場を検討し、３年以上継続を希望する場合は、一度退室して
再審議します。
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４（２）通級指導教室のある学校

言語（小学校 ９校、１３教室）

石井小、御野小、桃丘小、財田小【新設】、旭竜小、西大寺小、七区小、福島小【新設】、芳明小

情緒（小学校 ３１校、４７教室）

伊島小、石井小、三門小【新設】、鹿田小、津島小、御野小、西小、桃丘小、陵南小、庄内小、岡山中央小【増設】、
横井小、旭東小、旭操小【新設】、高島小、幡多小、財田小、可知小、西大寺小、芥子山小、江西小、芳田小【新設】、
七区小、妹尾小、福島小、東疇小、平福小、芳泉小、 地域拠点教室 ３校…御津小、三勲小、千種小

情緒（中学校 ５校、６教室）

石井中、竜操中【新設】、福浜中、興除中
地域拠点教室 １校・・・上道中

聴覚

県立岡山聾学校における通級指導教室
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視覚

県立岡山盲学校における通級指導教室


